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議会だより議会だより

明けましておめでとうございます。明けましておめでとうございます。
今年もよろしくお願い致します。今年もよろしくお願い致します。

2022 年元旦　初日の出2022 年元旦　初日の出

鶴居小学校かるた同好会鶴居小学校かるた同好会

「かるた「かるたああ～ず」～ず」



松井広道議長

令和３年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 4068万1千円　　 55億8381万6千円 全員賛成により可決

太陽光パネルと景観の　共生へ条例を制定
　　　　　　　　　　　診療所が　　指定管理へ

　第４回定例会は12月14日に開会し、15日に閉会しました。
　村長からの提出議案は３件で、内訳は条例案件２件、補正
予算１件です。議員発議案は意見書３件で、すべての議案が
原案通り可決されました。
　一般質問では、４議員が５項目の質問で村政を問いました。

▽
鶴
居
村
美
し
い
景
観
等
と

　

太
陽
光
発
電
事
業
と
の
共
生
に
関
す
る
条
例
制
定

　
　
　
　

大
津
泰
則
議
員

　
　
　
　

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の

太
陽
光
発
電
事
業
に
、
こ
の
条
例

を
適
用
し
な
い
の
は
。

　

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
に
は
家
庭

用
が
多
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
に

適
用
外
と
し
て
い
る
。

大
津
泰
則
議
員

　

こ
の
条
例
制
定
に
続
い
て
「
景

観
条
例
」
を
制
定
す
る
考
え
は
。

　

こ
の
先
に
景
観
条
例
の
制
定
や

景
観
行
政
団
体
に
な
る
こ
と
な
ど

を
考
え
て
い
る
が
、
ま
だ
決
定
し

て
い
な
い
。

▽
診
療
所
を
指
定
管
理

　
　
　
　

及
川
満
浩
議
員

　
　
　
　

診
療
所
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
条
例
改
正
だ
が
、
医
師
や
看
護
師
の
人
数
な
ど

の
配
置
に
つ
い
て
は
。

　

現
在
は
、
医
師
１
人
、
看
護
師
３
人
、
事
務
職

員
１
人
、
パ
ー
ト
１
人
の
体
制
で
診
療
し
て
い
る

が
、
今
後
は
医
療
法
人
か
ら
医
療
体
制
な
ど
の
提

案
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
制
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
村
の
審
査
委
員
会
で
審
査

し
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
。

定例会のあらまし

　
　
　
　

秋
里
広
志
議
員

　
　
　
　

第
６
条
に
村
民
の
責
務

が
あ
る
が
具
体
的
に
は
。

　

発
電
事
業
者
が
周
辺
関
係
者
に

説
明
を
行
う
と
き
に
、
該
当
す
る

村
民
に
は
美
し
い
景
観
を
後
世
に

残
す
た
め
に
協
力
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
趣
旨
で
す
。

1212
月
定
例
会

月
定
例
会
12
月
14
～
15
日

1212
月
定
例
会

月
定
例
会
12
月
14
～
15
日
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12月議会
で ど ん な
ことを？

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

買
取
り
制
度
の
期
間
は
20
年
で
、

事
業
終
了
後
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
が

放
置
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
が
。

　

４
月
施
行
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
特
措
法
で
撤
去
費
用
の
積
立

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容

な
ど
を
参
考
に
規
則
を
整
備
し
た

い
。

企
画
財
政
課
長

▽
営
農
用
貯
水

タ
ン
ク
補
助
金

　
　
　
　

吉
田
保
博
議
員

　
　
　
　

営
農
用
貯
水
タ
ン
ク
へ

の
補
助
金
制
度
を
新
設
す
る
が
、

こ
の
制
度
の
期
限
は
。

　

災
害
時
に
営
農
用
水
を
確
保
す

る
た
め
、
貯
水
タ
ン
ク
設
置
に
必

要
な
経
費
の
20
％（
上
限
30
万
円
）

を
補
助
す
る
制
度
。
同
様
の
制
度

が
農
協
に
も
あ
る
。
期
限
は
令
和

８
年
度
ま
で
と
し
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長

企
画
財
政
課
長

▽
従
業
員
住
宅

へ
の
補
助
増
額

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

新
築
の
従
業
員
住
宅
へ

の
補
助
を
倍
増
す
る
が
、
既
存
の

従
業
員
住
宅
を
改
修
し
た
場
合
へ

の
対
応
は
。

　

こ
の
制
度
が
施
行
し
て
か
ら
６

年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
た
め
、

住
宅
改
修
へ
の
補
助
は
考
え
て
い

な
い
。

６
０
０
万
円

１
５
０
万
円

建
設
課
長

副
村
長

　

近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
み
、
村
内
に
も
多
く
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
美
し
い
村
の
景
観
や
地
域
と
共
生
し
、
調
和
の
と
れ
た
太

陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を
行
う
た
め
に
条
例
を
制
定
し
ま
す
。条例の内容は

こちらから。

企
画
財
政
課
長

景観と再生可能エネルギーの共生を

延べ床面積 (1棟 )50㎡～ 100㎡の住宅
　　　　　　　　100万円⇒ 200万円200万円
延べ床面積 (1棟 )100㎡を超える住宅
　　　　　　　　150万円⇒ 300万円300万円

制度改正内容（新築の従業員住宅）

診療所にも指定管理者制度を導入



12月定例会
審議した議案と結果
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12月議会
で ど ん な
ことを？一般質問一般質問

　佐藤　吉人　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P6
①タンチョウ撮影地に看板設置を
②村民福祉センター「あすぽっと」の休日利用は

　松井　俊治　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P7
①生乳の生産抑制への支援を

４
人
の
議
員
が
５
項
目
の
質
問

４
人
の
議
員
が
５
項
目
の
質
問

村
長
村
長
・・
教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　吉田　保博　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P8
①幌呂川の管理を

　及川　満浩　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P9
①北海道国民健康保険の運営と村の対応

一
般
質
問   

松
井
俊
治

東　

隆
行

松
井
洋
和

佐
藤
吉
人

及
川
満
浩

吉
田
保
博

大
津
泰
則

秋
里
広
志

松
井
広
道

条例の制定・一部改正
村立診療所条例の一部改正
主に診療所に指定管理者制度を導入するための条例改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鶴居村美しい景観等と太陽光発電事業との共生に関する条例の制定
村の美しい景観を維持し太陽光発電事業の共生を行うための条例を制定 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度補正予算
一般会計（第６号）
主に3回目のワクチン接種や従業員住宅への支援などによる増額計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書（国に提出）
地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
出産育児一時金の増額を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
北方領土問題の解決促進等を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。

賛成：〇
反対：×

第
４
回
臨
時
会

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

11
月
29
日
に
臨
時
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

1212
月
定
例
会

月
定
例
会
12
月
14
～
15
日

契約の変更
契約工事名： 村道中雪裡下久著呂線改良工事
契約の金額： 1 億1278 万3千円
契約の相手： 株式会社 佐々木建設

契約の締結
契約工事名： 村クラフトブルワリー誘致事業施設等改良工事
契約の方法： 指名競争入札
契約の金額： 7007 万円
契約の相手： 株式会社 佐々木建設

▽
牛
乳
・
乳
製

品
購
入
券
発
行

５
７
８
万
円

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
牛
乳
消

費
が
低
迷
し
、
牛
乳
の
廃
棄
や
生

産
抑
制
が
行
わ
れ
そ
う
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
鶴
居
村
の
こ
の
牛

乳
消
費
対
策
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

牛
乳
の
消
費
低
迷
に
よ
る
酪
農

経
営
の
危
機
に
何
か
出
来
る
こ
と

は
な
い
か
と
考
え
、
地
域
全
体
で

消
費
拡
大
に
取
り
組
む
た
め
に
村

民
全
員
に
「
牛
乳
・
乳
製
品
購
入

券
」
の
発
行
を
行
う
。

　

こ
れ
は
鶴
居
村
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
の
で
、
牛
乳
の
消
費
拡
大

の
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

村
長

　

牛
乳
の
消
費
拡
大
緊
急
対
策
と

し
て
全
村
民
に
２
０
０
０
円
分
の

牛
乳
・
乳
製
品
購
入
券
を
配
布
。
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通称「望
ぼう

鶴
かく

峡
きょう

※1」に看板設置を
村長　今後も慎重な対応が必要

佐
藤 
本
村
に
は
２
大
給
餌

場
で
あ
る
鶴
居
伊
藤

タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
や

鶴
見
台
が
あ
り
、
こ
の
給
餌
場
へ

飛
来
し
た
り
飛
去
し
た
り
す
る
地

点
は
通
常
飛
行
コ
ー
ス
と
呼
ば

れ
、
朝
夕
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
狙
っ
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
待
ち

構
え
る
光
景
を
よ
く
見
ま
す
。

　

最
近
カ
メ
ラ
マ
ン
に
非
常
に
人

気
の
あ
る
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

音
羽
橋
の
真
後
ろ
に
あ
る
高
台

は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
な
か
で
「
望

鶴
峡
（
ぼ
う
か
く
き
ょ
う
）」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
設
置
に
は
、
地
域
と
の

問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
冬
季
は

農
作
業
車
が
通
過
す
る
こ
と
も
な

い
の
で
、
地
元
と
し
て
特
に
問
題

村
長 

村
は
こ
れ
ま
で
、
冬

季
の
除
雪
や
支
障
木

の
整
理
な
ど
の
景
観
保
全
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
看
板
設
置
な
ど

の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
機

能
改
善
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
な

ど
を
考
え
る
と
、
今
後
も
慎
重
な

対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
周
辺
の
環
境
な
ど
に

配
慮
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
維

持
保
全
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

松
まつ

井
い

俊
しゅん

治
じ
 議員

一
般
質
問   

松
井
俊
治

村
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
の

減
少
が
加
速
し
、
こ
の
年
末
年
始

以
降
も
、
道
内
で
５
０
０
０
ｔ
程

度
の
処
理
不
可
能
乳（
牛
乳
廃
棄
）

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
る
事
態
と

な
り
、
村
と
し
て
も
大
き
な
危
機

感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

生
産
抑
制
に
つ
い
て
は
、
一
部

報
道
な
ど
で
、
酪
対
（
北
海
道
農

協
酪
農
・
畜
産
対
策
本
部
委
員
会
）

松
井 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
牛
乳
の
消
費
が
低
迷
す
る
状

況
の
中
、
令
和
４
年
度
よ
り
生
乳

出
荷
の
生
産
抑
制
が
始
ま
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
な

ど
で
投
資
を
し
、
生
産
拡
大
を
目

指
し
て
い
る
酪
農
家
に
と
っ
て
抑

制
が
か
か
る
も
の
で
、
そ
の
意
欲

も
そ
が
れ
、
多
額
の
資
金
返
済
が

あ
る
な
ど
、
不
安
材
料
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
の

経
営
安
定
の
為
、
行
政
支
援
を
要

す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

生乳の生産抑制に支援を
村長　農協・関係団体と結束して対応

牛乳の消費拡大を

に
よ
る
来
年
度
の
生
産
目
標
が
、

前
年
度
対
比
１
％
増
に
と
ど
め
る

方
針
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、

増
産
を
抑
制
す
る
方
向
で
調
整
中

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
具
体
的
な
配
分
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
今
後
詰
め
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
な
ど
へ
投
じ
た
農
業
経

営
基
盤
強
化
資
金
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ

資
金
）
な
ど
の
債
務
償
還
を
控
え

た
酪
農
家
は
、
特
に
大
き
な
不
安

と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

生
産
抑
制
は
、
酪
農
経
営
に
大

き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
で
あ

り
、
村
と
し
て
も
、
村
内
酪
農
家

の
生
産
基
盤
が
損
な
わ
れ
苦
境
に

立
つ
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、
村
と
し
て
の
具

体
的
な
支
援
の
考
え
方
は
持
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
当
面
は
国
な
ど
の

動
向
や
農
協
、
関
係
団
体
の
情
報

な
ど
を
共
有
し
、
結
束
し
て
酪
農

情
勢
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

佐
藤 

今
年
８
月
開
館
し
た

「
あ
す
ぽ
っ
と
」
の
休

館
日
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国

民
の
祝
日
お
よ
び
振
替
休
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
例
で
す
が
、
平
日
に
仕
事
を

も
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

休
祝
日
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
親
子
レ
ク

な
ど
で
料
理
を
し
た
い
と
思
っ
て

も
、
現
状
で
は
村
長
が
特
別
の
必

要
が
あ
る
と
認
め
な
け
れ
ば
同
施

設
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
数
名
で

サ
ロ
ン
的
に
こ
の
施
設
を
休
祝
日

に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
休
祝
日
の
職
員
配
置

を
含
め
た
同
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
の
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
給
茶
機
や
自
販
機
な

ど
も
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

村
長 

土
日
・
祝
日
は
、
条
例

に
基
づ
き
、
一
般
者

へ
施
設
の
開
放
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
あ
す
ぽ
っ
と
に
は
、
事
前

予
約
が
必
要
な
ホ
ー
ル
や
会
議
室

の
ほ
か
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
由

に
利
用
で
き
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
て
お
り
、
土
日
・
祝
日
の

開
館
に
は
一
定
の
利
便
性
向
上
の

効
果
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
新
た

な
管
理
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
た
う

え
で
開
館
し
た
場
合
の
効
果
的
な

成
果
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ

り
、
当
面
は
土
日
・
祝
日
の
開
館

に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
利
用
状
況
や
村
民
の
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
な
が
る
セ

ン
タ
ー
機
能
が
発
揮
で
き
る
拠
点

施
設
と
し
て
、
対
応
可
能
な
利
用

改
善
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
自
動
販
売
機
の
設
置
な

ど
は
、
今
後
、
内
部
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
す
ぽ
っ
と
の

　
　
　

休
日
利
用
は

な
ど
の
指
摘
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
新
規
の
撮
影
ポ

イ
ン
ト
に
看
板
設
置
な
ど
の
周
知

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

　

１
月
18
日
に
総
合
セ

ン
タ
ー
和
室
で
、
鶴
居

小
学
校
か
る
た
同
好
会

「
か
る
た
あ

～
ず
」
が

下
の
句
歌
留
多
を
練
習

し
て
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
読
み
手
に
集

中
し
、
読
ま
れ
た
か
る

た
を
素
早
く
取
っ
て
い

ま
し
た
。

高台から見た音羽橋

※ 1　音羽橋を上から見下ろせる撮影ポイント。カメラマンの間で
　　　「望鶴峡」と呼ばれている。
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幌呂川の管理を
村長　北海道に治水対策を強く要請

吉
田 
幌
呂
川
は
、
大
雨
な

ど
の
増
水
に
よ
り
上

流
よ
り
流
れ
て
き
た
土
砂
な
ど
が

堆
積
し
中
州
と
な
り
、
そ
こ
に
柳

の
木
な
ど
が
繁
茂
し
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
川
の
流
れ
を
変
え
、
川

岸
を
削
り
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を

破
壊
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
増
水

に
よ
り
牧
草
地
が
冠
水
、
土
砂
が

草
地
に
流
入
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
中
幌
呂
下
地
区
の
被
害
が

甚
大
で
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
大
雨

な
ど
で
増
水
し
、
幌
呂
川
に
掛
か

る
九
間
橋
と
下
幌
呂
橋
が
破
壊
さ

れ
る
と
鶴
居
村
は
孤
立
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

幌
呂
川
の
管
理
体
制
な
ど
に
よ

地
で
の
営
農
に
様
々
な
支
障
が
生

じ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
村
と
し
て
も
今
日
ま
で
国
や

北
海
道
に
対
し
、
河
道
の
土
砂
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

や
護
岸
整
備
な
ど
の
治
水
対
策

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

幌
呂
川
は
、
農
業
生
産
基
盤
の

拡
大
に
向
け
て
昭
和
54
年
か
ら
着

手
さ
れ
た
国
直
轄
の
農
地
開
発

事
業
に
よ
り
、
河
口
部
か
ら
約

８.

４
㎞
に
わ
た
り
、
農
業
用
施

設
と
す
る
幹
線
明め

い

渠き
ょ

排
水
路
と

村
長 

本
村
を
流
れ
る
幌
呂

川
や
雪
裡
川
、
久
著

呂
川
の
道
管
理
河
川
は
、
長
年
の

土
砂
堆
積
に
よ
る
河
床
上
昇
な
ど

に
よ
っ
て
、
隣
接
農
地
へ
の
冠
水

や
滞た

い

水す
い

、
さ
ら
に
溢い

っ

水す
い

に
よ
る
土

砂
の
流
入
や
農
地
浸
食
な
ど
、
低

幌呂川の増水により牧草地が冠水

吉
よし

田
だ
保
やす

博
ひろ

 議員

一
般
質
問   

吉
田
保
博

及
おい

川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

一
般
質
問   

及
川
満
浩

及
川 

道
は
、「
北
海
道
国
民

健
康
保
険
運
営
方

針
」を
改
定
し
ま
し
た
。国
民
健
康

保
険
税
の
改
定
は
、
住
民
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
不
安
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
説
明
と
見

解
を
伺
い
ま
す
。

①　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

世
帯
主
の
約
４
割
が
年
金
生
活
者

な
ど
の
無
職
、
約
３
割
が
非
正
規

労
働
者
な
ど
の
低
所
得
者
が
占

め
、
４
人
世
帯
の
場
合
、
同
じ
年

収
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健
康
保
険

料
の
２
倍
に
な
り
ま
す
。
本
村
の

実
態
を
伺
い
ま
す
。

②　

道
は
、
令
和
６
年
度
ま
で
に

「
法
定
外
繰
入
の
解
消
」
と
「
保

険
料
水
準
の
統
一
」
を
市
町
村
に

村
長 

国
民
健
康
保
険
事
業

は
、
平
成
30
年
か
ら

北
海
道
が
市
町
村
と
と
も
に
保
険

者
と
な
り
運
営
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

①　

所
得
２
０
０
万
円
以
下
の

被
保
険
者
が
約
50
％
、
農
業
事
業

者
な
ど
の
個
人
事
業
主
の
所
得

７
０
０
万
円
超
の
被
保
険
者
が
約

30
％
、
そ
の
他
中
間
層
が
20
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②　

被
保
険
者
の
負
担
に
も
充
分

配
慮
し
な
が
ら
、
法
定
外
繰
り
入

れ
の
段
階
的
な
削
減
に
よ
る
保
険

料
率
の
統
一
や
今
後
の
資
産
割
の

廃
止
な
ど
に
取
り
組
み
、
令
和
12

年
度
を
目
途
に
北
海
道
の
標
準
保

険
料
の
統
一
に
向
け
て
準
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国民健康保険の運営と村の対応
村長　被保険者に充分配慮しながら

し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
来
、
幌
呂
川
を
は
じ
め
村
内

の
道
管
理
河
川
の
整
備
事
業
区
間

の
敷
地
と
河
川
は
国
と
北
海
道
の

二
重
管
理
の
状
態
と
な
り
、
河
川

の
管
理
が
十
分
に
行
き
届
か
な
い

状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
不
都
合
な
管
理
状
況

か
ら
、
村
で
は
北
海
道
開
発
局
や

北
海
道
に
対
し
、
長
年
に
わ
た
っ

て
河
川
管
理
の
一
元
化
を
要
請
し

て
き
て
お
り
、
幌
呂
川
に
つ
い
て

は
、
本
年
、
国
か
ら
北
海
道
へ
の

財
産
移
管
の
手
続
き
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
河
川
溢い

っ

水す
い

の
防
止

や
護
岸
の
整
備
な
ど
も
前
進
す
る

と
期
待
を
し
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
北
海
道
に
対
し
て
河
川
の

老
朽
化
や
劣
化
を
訴
え
な
が
ら
、

河
川
流
域
の
方
々
の
生
活
が
確
保

さ
れ
安
定
し
た
営
農
が
推
進
で
き

る
よ
う
治
水
対
策
の
早
期
着
手
を

強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

③　

国
の
社
会
保
障
審
議
会
で
の

未
就
学
児
以
外
へ
の
軽
減
対
象
拡

大
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
審
議
会

委
員
の
発
言
内
容
と
し
て
理
解
い

た
し
ま
す
。

④　

道
は
令
和
８
年
度
ま
で
に
資

産
割
を
廃
止
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
本
村
も
、
被
保
険
者
の
負
担

に
充
分
配
慮
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⑤　

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
と

標
準
例
に
基
づ
き
「
鶴
居
村
国
民

健
康
保
険
一
部
負
担
金
減
免
等
実

施
要
項
」
の
策
定
に
向
け
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
策
定
後
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
住
民
周
知

を
図
る
予
定
で
す
。

⑥　

医
療
機
関
へ
の
受
診
機
会

が
、
居
住
地
に
よ
っ
て
異
な
る
の

は
理
解
し
ま
す
。
こ
の
国
民
健
康

保
険
制
度
は
、
全
道
の
被
保
険
者

の
医
療
費
な
ど
を
全
市
町
村
で
負

担
し
広
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
被
保
険
者

の
か
た
が
た
に
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

り
、
河
川
改
修
が
困
難
な
状
況
は

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
早
期
の
解

決
策
を
願
い
村
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

求
め
、
令
和
12
年
度
に
は
統
一
保

険
料
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
保
税
の
値
上
が
り
を

抑
え
て
き
た
自
治
体
ほ
ど
、
大
き

な
値
上
げ
を
強
い
ら
れ
、
加
入
者

へ
の
負
担
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
村
の
今
後
の
方
針
を
伺
い

ま
す
。

③　

子
ど
も
の
数
が
多
い
ほ
ど
負

担
が
引
き
上
が
る
「
均
等
割
」
で

す
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
限
っ
て
均
等
割
の

５
割
を
軽
減
す
る
予
定
で
す
。
し

か
し
、
全
国
知
事
会
や
全
国
市
長

会
の
委
員
か
ら
未
就
学
児
に
と
ど

ま
ら
な
い
対
象
拡
大
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

④　

道
は
資
産
割
の
廃
止
を
想
定

し
て
お
り
、
令
和
８
年
度
ま
で
を

経
過
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
村
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

⑤　
「
一
部
負
担
金
減
免
制
度
の

標
準
例
」
に
基
づ
い
て
多
く
の
市

町
村
が
「
要
綱
」
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
本
村
の
作
成
状
況
と

住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
を
伺
い

ま
す
。

⑥　

今
後
想
定
さ
れ
る
保
険
料
の

統
一
化
に
は
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
も
医
療
機
会
の
均
等
も
勘
案
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
道
の
運
営
方

針
に
お
け
る
、
保
険
税
の
算
定
に

つ
い
て
の
給
付
と
負
担
の
関
係
性

へ
の
配
慮
に
つ
い
て
の
村
の
認
識

を
伺
い
ま
す
。



　

こ
の
度
は
自
己
紹
介
の
機
会

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
11
月
15
日
よ
り
鶴
居
村
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
鳥
獣
被
害

対
策
員
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
桂
川
と
申
し
ま
す
。
今
回

は
生
い
立
ち
を
交
え
な
が
ら

鶴
居
村
に
来
た
理
由
に
つ
い

て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
山
が
あ
り
大
き
な
川
が

流
れ
る
街
、
岐
阜
県
岐
阜
市
で

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
高
校
卒

業
後
は
地
元
の
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
営
業
マ
ン

を
し
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
り

お
金
を
自
分
で
稼
げ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
単
身
で
海
外
旅

行
に
行
っ
た
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア

好
き
も
あ
っ
て
、
射
撃
ス
ポ
ー

ツ
や
狩
猟
に
ま
で
手
を
出
し
た

り
と
、
趣
味
の
幅
も
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
々
を

住
民
の
声

鶴居村の野生動物被害の鶴居村の野生動物被害の
対策に貢献したいです！対策に貢献したいです！

桂桂
かつらかつら

  川川
がわがわ

    裕裕
ゆうゆう

  介介
すけすけ

 さん さん

  地域おこし協力隊（鳥獣被害専門員）地域おこし協力隊（鳥獣被害専門員）

て
な
か
っ
た
ら
立
派
な
木
に

育
っ
た
け
れ
ど
、
は
が
れ
て
し

ま
っ
た
ら
生
育
が
阻
害
さ
れ
、

木
が
十
分
に
成
長
し
な
い
の
だ

と
知
り
ま
し
た
。
私
は
先
代
の

方
々
が
気
持
ち
を
込
め
て
植
え

て
育
て
た
木
が
成
長
し
な
い
こ

と
に
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事

は
、
今
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
活

動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
で
あ
り
、
人
生
の
テ
ー
マ

が
「
自
然
に
関
係
す
る
仕
事
を

す
る
こ
と
」
か
ら
、「
人
と
野

生
動
物
と
の
共
存
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
」
に
切
り
替
わ
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
趣
味
の
一
つ
で

あ
っ
た
射
撃
と
狩
猟
を
活
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
林

業
会
社
を
辞
め
、
鳥
獣
被
害
対

策
の
業
界
へ
転
職
し
ま
し
た
。

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
の
対

策
に
関
し
て
、
関
東
や
関
西
の

民
間
会
社
で
働
い
た
り
、
自

身
で
会
社
を
設
立
し
た
り
と
、

様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
一
貫
し
て
自
然
の
中
で
人

と
野
生
動
物
の
調
和
を
と
る
方

法
に
つ
い
て
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
つ
つ
、
勉

強
も
か
ね
て
全
国
の
鳥
獣
被
害

の
情
報
も
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
鶴
居
村
の
鳥

獣
被
害
対
策
員
の
募
集
を
見

つ
け
、
道
東
の
地
域
が
、
野

生
動
物
に
よ
る
深
刻
な
被
害

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
何
か
自
分
の
力
が
地
域

に
役
立
て
な
い
か
と
思
い

応
募
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
２
１
年
11
月
、
ご
縁

あ
っ
て
鶴
居
村
に
着
任
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
着
任

し
ま
し
た
が
、
鶴
居
の
広
大

な
自
然
と
み
な
さ
ん
の
や
さ

し
さ
に
触
れ
て
、
ど
ん
ど
ん

鶴
居
村
が
好
き
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
村
民
の
方
の

ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
不
思

議
と
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
岐

阜
県
と
つ
な
が
り
が
あ
る
よ

う
で
、
親
近
感
も
感
じ
て
い

ま
す
（
笑
）。
最
近
は
趣
味

の
狩
猟
と
射
撃
ば
か
り
を
し

て
い
ま
す
が
、
カ
ヤ
ッ
ク
で

川
を
下
っ
た
り
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
で
山
を
駆
け

回
っ
た
り
、
渓
流
で
フ
ラ
イ

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
し
た
り

と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
全
般
も

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
ん
な
私
で
す
が
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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過
ご
し
て
い
た
折
、
ど
ん
な
こ

と
な
ら
夢
中
に
な
れ
る
の
か
ふ

と
考
え
、
そ
の
当
時
か
ら
自
然

と
触
れ
合
う
の
が
好
き
だ
っ
た

の
も
あ
り
、
漠
然
と
自
然
に
関

係
す
る
仕
事
を
す
る
こ
と
を
人

生
の
１
つ
の
テ
ー
マ
に
し
て
、

思
い
切
っ
て
地
元
の
林
業
会
社

に
転
職
し
ま
し
た
。
振
り
返
る

と
、
こ
の
転
職
が
地
元
で
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
自
分
の

人
生
を
大
き
く
変
え
る
転
換
期

だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

林
業
で
は
主
に
伐
採
作
業
を

経
験
し
、
木
材
と
し
て
利
用
す

る
た
め
に
木
を
山
か
ら
搬
出
し

た
り
、
森
の
育
成
の
た
め
に
間

伐
と
い
う
木
の
間
引
き
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。
肉
体
的
に
厳

し
く
も
、
次
世
代
に
つ
な
が
る

仕
事
と
し
て
、
楽
し
く
や
り
が

い
の
あ
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
い
つ
も
の
よ
う

に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
見
渡

す
範
囲
で
木
の
根
元
部
分
か

ら
、
胸
の
高
さ
ま
で
樹
皮
が
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
は
が
れ
て
い
た
の

で
す
。
先
輩
に
こ
れ
は
ど
う
い

う
状
況
か
と
尋
ね
る
と
、
シ
カ

な
ど
の
野
生
動
物
の
被
害
だ
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
皮
が
は
が
れ
た
木
は
ど
う

な
る
の
か
尋
ね
る
と
、
は
が
れ
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